
焼却能力 ごみ焼却量

t/日 t ppm

１号炉 1,061.82 963 ～ 1,103 173 ～ 175 4～22

２号炉 482.83 1,037 ～ 1,095 172 ～ 175 7～24

600 １号炉 12,192.67 929 ～ 1,125 160 ～ 165 5～11

600 １号炉 14,644.80 988 ～ 1,219 164 ～ 166 1～2

600 １号炉 13,956.36 980 ～ 1,142 164 ～ 170 1～34

１号炉 13,637.77 946 ～ 1,149 170 ～ 174 0～15

２号炉 11,350.26 947 ～ 1,142 167 ～ 175 0～45

３号炉 15,198.42 865 ～ 1,173 169 ～ 173 0～28

１号炉 6,618.06 951 ～ 1,272 163 ～ 167 2～108※1

２号炉 7,118.80 946 ～ 1,254 167 ～ 170 0～29

３号炉 5,751.03 998 ～ 1,252 164 ～ 166 2～35

１号炉

２号炉 3,229.77 868 ～ 925 160 ～ 162 1～60

200 １号炉 5,160.15 894 ～ 1,048 144 ～ 160 0～79※2

１号炉

２号炉 2,960.93 938 ～ 1,086 149 ～ 152 1～40

１号炉 6,175.24 986 ～ 1,227 153 ～ 164 0～176※3

２号炉 5,067.84 982 ～ 1,195 154 ～ 162 1～6

１号炉

２号炉 1,677.64 911 ～ 994 0～2

１号炉 3,227.57 892 ～ 1,009 172 ～ 173 2～30

２号炉 6,579.46 914 ～ 1,013 172 ～ 173 2～23

１号炉 916.31 1,034 ～ 1,120 0～19

２号炉 7,513.17 1,003 ～ 1,114 169 ～ 170 0～34

１号炉

２号炉 1,093.93 1,024 ～ 1,110 159 ～ 162 3～23

１号炉 3,614.78 929 ～ 997 167 ～ 183 0～84

２号炉 2,621.67 911 ～ 987 167 ～ 180 0～64

１号炉 8,902.04 886 ～ 1,101 152 ～ 168 4～32

２号炉 8,926.02 887 ～ 1,107 148 ～ 165 4～45

第一 200 ３号炉 4,868.72 839 ～ 991 164 ～ 166 2～28

１号炉 2,659.70 906 ～ 1,046 155 ～ 171 1～62

２号炉 7,197.02 849 ～ 1,020 155 ～ 171 1～18

１号炉 7,024.51 912 ～ 1,007 153 ～ 165 0～46

２号炉 7,097.48 917 ～ 1,019 151 ～ 161 0～17

１号炉 4,352.70 930 ～ 1,101 153 ～ 168 3～70

２号炉 4,338.67 940 ～ 1,107 153 ～ 167 4～56

定期点検補修

注：大田清掃工場 第一工場１、２号炉、中防灰溶融施設、破砕ごみ処理施設は休止しています。
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測定値が維持管理計画値を超過した理由（※）

   ※1 港清掃工場　1号炉　令和3年5月9日(日) 4:00

   排ガス中の一酸化炭素濃度が108ppmを記録した。

   原因はごみ質の悪化により、燃焼が不安定になったことによる。

   燃焼空気量の調整、フィーダ及びストーカの運転による適性なごみ層厚の

   確保、ごみ供給量の確保を行い、燃焼状況が改善した。

　　※2 渋谷清掃工場　1号炉　令和3年5月9日(日)11:00

　　排ガス中の一酸化炭素濃度が、一時間平均値で79ppmを記録した。

　原因は、燃焼が不安定となり、燃焼空気が不足したことによる。

　直ちに燃焼空気量の調整及び炉内酸素濃度設定値の変更による燃焼改善を図り、

　正常な燃焼状態に回復した。

   ※3 板橋清掃工場　1号炉　令和3年5月18日(火) 21:00

　　排ガス中の一酸化炭素濃度が一時間平均値で176ppmを記録した。

　電気系統の不具合により誘引ファン回転数が低下し、炉内圧力が上昇した。

　炉内圧力を下げるために燃焼空気量を抑えたことが原因である。

　誘引ファン回転数制御装置の再起動により、誘引ファン回転数及び炉内圧

　力が正常に復旧したため、燃焼空気量を正常に戻したことで燃焼状態が回

　復した。

令和３年度　維持管理状況（５月１日～31日）＜工場設置計器の測定結果＞より


